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正しい知識で、楽しい水遊びを！
今年も、ゆうばり小学校５・６年生を対象に、夕張消防署の指導の下で水難事故防止講習が行われま

した。着衣での水の抵抗や身体を浮かす方法を知ることで、水難事故を未然に防ぎ、もしものときにあ
せらず対処することができます。
水辺での遊びは楽しいですが、危険がいっぱいです。全国的にも水難事故が続いています。
子どもたちだけでなく、大人も正しい知識を身に着け、楽しく安全に遊びましょう。
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ＪＲ石勝線夕張支線についてのお知らせ

石勝線夕張支線の現状

ＪＲ北海道の考えと夕張市の対応

申し入れ経過

今後について

何卒、ご理解を賜りますようお願いいたします。
（お問い合わせ先）
市まちづくり企画室　☎52-3141

この度、ＪＲ石勝線夕張支線について、ＪＲ北海道に申し入れを行いました。
このことについて、市民の皆様に支線の現状と経過を報告いたします。

ＪＲ石勝線夕張支線は、明治25年の開通以来、永きにわたり地域の重要な交通手段としてご利用いただい
ております。しかしながら、トンネル・橋梁などの土木構造物が約100年経過しているため、老朽劣化が著しく、
日々の点検により安全を確保しながら運行している状況です。将来にわたって列車運行を継続するには、これ
ら土木構造物の老朽更新などの抜本的対策が必要であり、億単位の費用が必要となる見込みです。また、支線
の利用者数は、昭和62年度の輸送密度1,129人から平成27年度には118人と大幅に減少している状況であり、
運行経費も１年間運行するごとに約1.8億円の赤字が発生しております。

平成28年７月29日にＪＲ北海道が「それぞれの地域特性に応じた持続可能な交通体系の在り方について、
地域の皆様に早急に相談を開始したい」、「単独で維持可能な線区と単独では維持することが困難な線区につ
いて、考え方を秋口までにお示しする」との発表がありました。
夕張支線は土木構造物の状況、利用者数からＪＲが単独では維持することが困難で地元負担を求める線区
に指定されることは避けられない状況です。
それならば、１日でも早く、バス等で持続可能な公共交通の在り方を検討し、市民の足を守ることが重要だ

との考えのもと、交通結節点をつくる時期や財政再生計画を見直すタイミングなどを鑑み、夕張市といたしま
しては、ＪＲ北海道の秋口の公表を待たず申し入れを行ったところです。

８月８日、市長がＪＲ北海道の社長を訪問。「線区を今後も将来に亘って維持することが困難である以上、ピ
ンチをチャンスに変えて、この機会に将来を見据えて効率的で持続可能な交通体系を構築したい」、「仮に鉄道
事業の廃止という選択肢を取るのであれば、①市が進める施策への協力、②ＪＲ北海道が保有する施設等の
扱い、③社員の市への派遣の３点についての協力」を要請して参りました。
８月17日、ＪＲ北海道の社長が夕張市を訪れ、８日に要請した３点について基本的に協力する方針が示され
るとともに、それを前提として、石勝線夕張支線の鉄道事業廃止について正式に申し入れがありました。

鉄道事業廃止後の地域交通の在り方につきましては、市民の皆様にご意見を伺いながら、公共交通協議会
を中心として効率的で持続可能な交通体系の構築に向けた議論を進めていきたいと考えております。なお、鉄
道事業廃止の時期につきましては、公共交通が見直される時期を踏まえ、ＪＲ北海道と協議してまいりたいと
考えております。
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拠点複合施設建設事業について
本市では、夕張市まちづくりマスタープラン（平成24年３月策定）に基づき、清水沢地区の生活利便機能

を向上し、新たな都市拠点とするため清水沢都市拠点整備を実施していきます。そのために放課後の子ども
たちの居場所、子育て、図書館機能、さらには交通結節点（ハブ）機能を持った「拠点複合施設」の平成31年
度中の供用開始を目指して検討を進めてまいります。
市役所内では庁内横断的検討会を２年間程開き検討してきました。これをベースに公募の職員と各関係
団体の市民が一体となって真に必要な規模や市民が集い「にぎわい」をつくる魅力ある機能などを検討する
ため、「拠点複合施設検討チーム」を平成28年７月14日に結成しました。今後は順次先進地視察や機能等を
検討するワークショップを開催し、基本構想・基本計画を策定します。

夕張市まちづくりマスタープランは、清水沢地区を「地区の将来像として『都市機能が集約した、ゆうばり
の新たな拠点となるまち』を目指す」としています。これに基づき清水沢地区を都市拠点として整備していき
ます。

清水沢都市拠点整備とは

・笑顔は「安全・安心」や「楽しい」
・にぎわいがこだまするは「にぎわう・集まる・交流」

笑顔とにぎわいがこだまする街
【拠点複合施設のコンセプト】

【拠点複合施設の空間イメージ】

交通結節点
交通関係事務所

多目的会議室

待合所

児童館

学習スペース

展示スペース

行政機能 学童クラブ
図書館

体育館
文化ホール

フリーホール

駐車場 公園・広場

拠点複合施設検討チームの検討項目

子育て　児童館　学童クラブ　ママ同士が行きたくなる空間　子どもは遊ばせておく母はお茶
幼児が遊ぶ空間　遊具（屋内配置）　子どもの国的な体験施設　外で遊べる（近くの公園）　
緑地　公園（水場＋緑地＋小山）

アトリウム　待合所　ＡＴＭ　カフェ的な休むところ　コンビニ（売店）　市民活動の拠点　市政・
市内団体等の情報発信　図書館（図書コーナー）　学習スペース

生涯施設・公民館　多目的会議室　体育館・文化ホール　イベントスペース　個々の趣味の
発表の場（個展スペース）　多目的スペース・小体育館　文化・芸能の発表の場　駐車場

子育てチーム

アトリウムチーム

多目的空間チーム
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夕張市内には、産業遺産が数多く残されています。なかでも清栄・宮前町周辺には、旧火力発電所、ズリ山、
旧炭鉱住宅などが集中しており、いまでも歴史や文化を感じることができます。
夕張に興味を持って来訪していただいた方に、夕張の歴史や文化、産業遺産の意味や価値をガイドを通して
伝え、実際に滞在して夕張の暮らしや共同浴場のコミュニティーを実体験してもらうプロジェクトです。

清水沢コミュニティーゲート（旧宮コ-23号）

ズリ山の草刈りの様子人生を写真に刻むシニアフォトキャラバンの様子

清水沢エコミュージアムプロジェクトが始動しました！

◯清水沢エコミュージアムプロジェクトとは？

『一般社団法人清水沢プロジェクト』が行います。
清水沢プロジェクトは、炭鉱の記憶を活用した夕張ら

しい交流の場づくりをコンセプトとして、これまで８年間
にわたって様々な交流事業を行ってきました。
手つかずだったズリ山の手入れ、価値が見えづらかっ

た産業遺産に光をあてるまち歩き、地域内外の人を繋ぐ
イベントなど、市が行うことができなかった新たな交流
の創出を行っています。

◯運営を行うのは？

・一般社団法人 清水沢プロジェクト
 金土日祝日 10:30～15:30（☎57-7463）

・市役所まちづくり企画室
 平日８：45～17：30（☎52-3141）

◯問い合わせ先

旧宮コ-23号を改修し、来訪者の活動拠点、観
光インフォメーションとしております。

◯活動拠点について
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これまで、夕張地区での試掘調査事業にはたくさんのハードルがありましたが、国内外で石油・天然ガスの開
発実績のある企業やＣＢＭの開発に高い関心を持つ道内の企業、大学などの研究機関との連携体制の構築、
国の機関や企業版ふるさと納税（(株)ニトリ様）の支援等により試掘が実現することとなりました。

○試掘の期間 平成28年９月15日～11月中旬（24時間作業）
○試掘の目的 夕張層（600ｍ～）におけるガス包蔵量の調査など
○掘削の概要 掘削深度（950ｍ）

○試掘事業に係る保安総括責任者は夕
張市となり、連携企業が保安管理を行
います。試掘期間中は、工事車両な
どが通行し危険であるため、作業区域
への立ち入りはできません。なお、不
明な点がございましたら、下記までご
連絡ください。

市まちづくり企画室
（☎52-3141　担当：佐藤(学)、佐近）

試掘場所となる清陵地区（旧清陵小学校跡）

国内初のＣＢＭ試掘調査始まる
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９月５日（月） 市民研修センター１階（南支所）
９月６日（火） 老人福祉会館（若菜）
９月７日（水） 農業研修センター（沼ノ沢）
９月８日（木） 紅葉山会館
９月９日（金） 南部コミュニティセンター
９月10日（土） 市民研修センター１階（南支所）※休日窓口

受付時間
午前１０時～午後５時

平成26年４月の消費税率引上げによる影響を緩和するため、所得の低
い方に対して、暫定的・臨時的な措置として、昨年度に引き続き、臨時福祉
給付金を支給します。
併せて、「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにく
い低所得の障害・遺族基礎年金等受給者を支援するため、年金生活者等支
援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）を支給します。
支給対象になると思われる世帯には、８月下旬より個別通知（申請書）を
郵送しています。
給付金の支給要件を満たすと思われる方で、９月５日までに申請書類が
届かない場合は問い合わせ先へ連絡してください。

①平成28年１月１日（基準日）時点で、夕張市に住民登録があ
る方
②平成28年度分の市民税（均等割）が課税されていない方
　ただし、市民税（均等割）が課税されている方の扶養親族
等や生活保護を受けている方等は支給対象外
※扶養親族等とは、税法上の控除対象配偶者、配偶者特別控
除における配偶者、扶養親族（16歳未満の年少者は扶養控
除の対象にはなりませんが、扶養親族に含みます。）、青色
事業専従者及び白色事業専従者をいいます。

次のいずれかの方法で申請書と必要な確認書類（本人確認書類など）を添付のうえ、提出してください。
①返信用封筒に入れて郵送　②受付窓口へ持参

申請内容に不明な点があった場合、市から問合せを行うこともありますが、ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお
願いすることや、支給のための手数料などの振込を求めることは、絶対にありません。
もし、不審な電話がかかってきた場合は、すぐに市の担当又は警察にご連絡ください。

9月5日（月）から申請受付開始
「臨時福祉給付金」「年金生活者等支援臨時福祉給付金
　　　　　　　　　　　　　　（障害・遺族基礎年金受給者向け）」

対
象
に
な
る
と

  

思
わ
れ
る
世
帯
に

   

申
請
書
が
届
き
ま
す
。

申請受付期間は９月５日（月）から12月５日（月）まで

【臨時福祉給付金】
○支給対象者

○支給額 支給対象者１人につき３千円（１回限り）

保健福祉課生活福祉係　(市役所２階)　 ☎52－1059　※午前８時45分～午後５時30分、土、日、祝日は除く
◆通常窓口（問い合わせ先）

◆臨時窓口を開設します

よくある質問Ｑ＆Ａ

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください

Ｑ

Ａ

引っ越した場合は給付金の申請はどうなりますか？

平成28年１月１日（基準日）に住民登録がある市区町
村から支給されます。具体的な手続きは申請先の市
区町村に問い合わせください。

Ｑ

Ａ

申請書を提出してからどのくらいで
　　　　　　　　　給付金が振り込まれますか？
審査結果については、郵送でお知らせしますが、申請
書を受理した日から振込までにおよそ１ヶ月から１ヶ
月半程度かかります。

平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成28
年５月分の支給対象となる年金を受給している方
ただし、年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）
を受給された方は支給対象外

●障害基礎年金又は遺族基礎年金
●昭和61年３月以前に受給権の発生した障害等級が「１級」又は
「２級」の障害年金（船員保険の職務上の障害年金は障害等
級が「１級」～「５級」）

【年金生活者等支援臨時福祉給付金
　　　（障害・遺族基礎年金受給者向け）】
○支給対象者

＜支給対象となる年金＞

○支給額 支給対象者１人につき３万円（１回限り）

広報ゆうばり　2016年9月号 ６



キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

第
１
回
拠
点
複
合
施
設
検
討
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

７
月
14
日

　

こ
の
度
、平
成
31
年
度
建
設
予
定
の

多
目
的
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
る
夕
張
市

拠
点
複
合
施
設
検
討
チ
ー
ム
推
進
委
員

に
本
校
生
徒
３
名
が
選
ば
れ
、７
月
14
日

に
第
１
回
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。３
名
は
、一般
市
民
と一緒
に
、新
し
く

夕
張
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
多
目
的
ホ
ー

ル
に
つい
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

３
名
に
は
、ふ
る
さ
と
夕
張
市
の
未
来

に
つ
い
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え
、地
域
の
様
々
な
方
々
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交
流
し
、多
く
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経
験
を
積
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欲
し
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も
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で
す
。

音
楽
Ⅱ
の
授
業
風
景　

７
月
21
日

　

２
学
年
の
選
択
科
目『
音
楽
Ⅱ
』の
授

業
で
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。選

択
者
６
名
は
、太
鼓
や
ベ
ー
ス
、マ
ラ
カ
ス

な
ど
一
人
ひ
と
り
が
違
う
楽
器
を
担
当

し
、練
習
し
て
き
た
サ
ン
バ『
風
に
な
り
た

い
』を
、教
職
員
の
前
で
演
奏
し
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
に
演
奏
す
る
生
徒
た
ち
の
姿

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

夕
高
祭　

７
月
９
日
〜
10
日

　

第
25
回
夕
高
祭
、今
年
の
テ
ー
マ
は

「80th 
m
em
ory

〜
新
た
な
道
へ
〜
」。

９
日
は
山
車
を
引
き
清
水
沢
駅
ま
で
パ

レ
ー
ド
。１
年
生
は
ミ
ニ
オ
ン
ズ
、２
年
生

は
ウ
ォ
ー
リ
ー
、３
年
生
は
モ
ン
ス
タ
ー
ズ

イ
ン
ク
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
手
作
り
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、駅
横
広
場
で
パフ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
。10
日
は
ク
ラ
ス
展
示
と
ス

テ
ー
ジ
発
表
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
、心
身
の
疲
労

の
回
復
と
充
実
し
た
人
生
を
目
指
す
た
め
の

休
養
は
重
要
な
要
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の一つ
で
す
。

　

十
分
な
睡
眠
を
と
り
、ス
ト
レ
ス
と
上
手

に
つ
き
あ
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こ
と
は
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
欠
か

せ
な
い
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素
で
あ
り
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養
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日
常
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中
に
適
切
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
生
活
習
慣

を
確
立
す
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こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、睡

眠
障
害
は
こ
こ
ろ
の
病
気
の一症
状
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、再
発
や
再
燃
リ
ス

ク
も
高
め
ま
す
。さ
ら
に
近
年
で
は
、睡
眠

不
足
や
睡
眠
障
害
が
肥
満
、高
血
圧
、糖
尿

病
の
発
症・悪
化
要
因
で
あ
る
こ
と
、心
疾
患

や
脳
血
管
障
害
を
引
き
起
こ
し
、ひ
い
て
は

死
亡
率
の
上
昇
を
も
た
ら
す
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
特
定
健
診
の
問
診
項
目「
睡
眠

に
よ
る
休
養
を
十
分
と
れ
て
い
ま
す
か
」で

は
受
診
者
の
約
26
%
の
人
が
、「
い
い
え
」と

回
答
し
て
お
り
、そ
の
割
合
は
全
国
や
北
海

道
に
比
べ
高
く
な
って
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、睡
眠
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
広
く
周
知
し
、睡
眠
に
よ
る
休
養
を
十
分

と
れ
て
い
な
い
人
の
割
合
を
減
少
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り
睡

眠
の
重
要
性
や
良
い
睡
眠
を
得
る
た
め
の
環

境
づ
く
り
、世
代
別
の
睡
眠
の
保
健
指
導
等

に
つ
い
て
盛
り
込
ま
れ
た『
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
睡
眠
指
針
2
0
1
4
』が
公
表
さ
れ
、

睡
眠
12
箇
条
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら

を
参
考
に
快
眠
を
目
指
し
て
生
活
習
慣
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
！（

保
健
師　

馬
渕
知
美
）

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、い
つ
ま
で
も
自
立

し
た
生
活
を
送
る
た
め
、介
護
予
防
の
観
点

で
体
力
向
上
の
た
め
の
軽
運
動
と
認
知
機

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

専
門
の
講
師
が
実
施
し
ま
す
。今
後
の
実
施

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。該
当
月
に
は
改

め
て
掲
載
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、開
催
初
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

定
員
記
載
の
会
場
に
つ
い
て
定
員
を
超
え

る
場
合
、会
場
近
隣
地
域
の
方
、初
め
て
参

加
さ
れ
る
方
を
優
先
と
し
ま
す
。

　

当
日
の
受
け
付
け
は
、開
催
30
分
前
か
ら

で
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

開催時間日　　　程会　　　場
平成28年 9月 ６日（火）
平成28年 9月13日（火）
平成28年 9月 ６日（火）
平成28年 ９月13日（火）
平成28年 ９月14日（水）
平成28年 ９月21日（水）
平成28年 ９月14日（水）
平成28年 ９月21日（水）
平成28年 ９月28日（水）
平成28年10月12日（水）
平成28年 9月28日（水）
平成28年10月12日（水）
平成28年10月27日（木）
平成28年11月24日（木）
平成28年10月27日（木）
平成28年11月24日（木）
平成28年11月 １日（火）
平成28年11月 ８日（火）
平成28年11月 １日（火）
平成28年11月 ８日（火）
平成29年 １月23日（月）
平成29年 １月30日（月）
平成29年 １月23日（月）
平成29年 １月30日（月）

清栄生活館

栄団地集会所

清陵町さわやかホール

末広集会所
（定員20人）

楓集会所
（定員20人）

南部コミュニティセンター

真谷地６区集会所

はまなす会館

紅葉山会館

清水沢生活館

沼ノ沢農業研修センター

南清水沢生活館

午前10:00～11:30

午後１:30～３:00

午前 10:00～11:30

午後１:30～３:00

午前 10:00～11:30

午後１:30～３:00

午前 10:00～11:30

午後１:30～３:00

午前 10:00～11:30

午後１:30～３:00

午前 10:00～11:30

午後１:30～３:00

介
護
予
防
！

　
　
ゆ
う
ば
り
脳
ト
レ
運
動
教
室

健
康
ゆ
う
ば
り
21『
休
養
に
つい
て
』

健康作りのための睡眠指針2014
～睡眠12箇条～

１．良い睡眠で、からだもこころも健康に。
２．適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめ
ざめのメリハリを。

３．良い睡眠は、生活習慣病予防につなが
ります。

４．睡眠による休養感は、こころの健康に
重要です。

５．年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で
困らない程度の睡眠を。

６．良い睡眠のためには、環境づくりも重
要です。

７．若年世代は夜更かし避けて、体内時計
のリズムを保つ。

８．勤労世代の疲労回復・能率アップに、
毎日十分な睡眠を。

９．熟年世代は朝晩メリハリ、ひるまに適
度な運動で良い睡眠。

10.眠くなってから寝床に入り、起きる時刻
は遅らせない。

11.いつもと違う睡眠には、要注意。
12.眠れない、その苦しみをかかえずに、専
門家に相談を。
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「
高
齢
者・障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

９
月
21
日
か
ら
30
日
は

　
　

  

秋
の
交
通
安
全
運
動

夕
張
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

  
お
知
ら
せ

消
防
職
員
の
募
集

　

虐
待
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
、高
齢
者
や

障
害
者
の
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と

や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、法
務
局
職
員

や
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
時
間
を
延

長
し
て
対
応
し
、解
決
に
導
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

と　

き　

９
月
５
日
〜
11
日

平
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
、

土
曜・日
曜 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談・問
合
せ
先　

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
0
5
7
0
―
0
0
3
―
1
1
0

由
仁
と
夕
張
の
季
節
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー

と　

き　

10
月
18
日 

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
55
分

と
こ
ろ　

夕
張
市（
滝
の
上
公
園
、道

の
駅
夕
張
メ
ロ
ー
ド
）、由
仁
町（
ゆ
め
っ

く
館
、ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
、ユ
ン
ニ
の
湯
）

参
加
料　

大
人
２
、2
0
0
円　

小

人
１
、2
0
0
円

申
込
期
間　

９
月
１
日
〜
30
日

募
集
定
員　

25
人

※
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
、抽
選
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

◆
飲
酒
運
転
根
絶
の
た
め
に

　

飲
酒
運
転
は
、凶
悪
犯
罪
で
す
。身

勝
手
な
理
由
は
、取
り
返
し
の
き
か
な

い
結
果
を
招
き
ま
す
。飲
酒
運
転
撲

滅
は
、私
た
ち
の
願
い
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
推
し
進
め
る
の
は
、私
た
ち
の

当
た
り
前
の
感
覚
が
原
動
力
に
な
り

ま
す
。

　

飲
ん
だ
ら
絶
対
運
転
し
な
い
、周
り

の
方
も
運
転
さ
せ
な
い
こ
と
を
実
践

し
、飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
、安
心
安
全
な
ま
ち
を
み

ん
な
で
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

◆
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き 

９
月
21
日 

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

紅
葉
山
武
道
館
横

問
合
せ
先　

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局（
南
支
所
）　

☎
59
―
6
1
1
1

◆
防
災
へ
の
備
え
を
！

防
災
週
間
、防
災
の
日

　
「
防
災
週
間
」「
防
災
の
日
」は
、「
災

害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、備
え
を

充
実
強
化
す
る
こ
と
で
、災
害
の
未
然

防
止
と
被
害
を
軽
減
す
る
」と
の
目
的

で
、毎
年
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
を

防
災
週
間
、９
月
１
日
を
防
災
の
日
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
、日
頃
か
ら
防
災
グ
ッ

ズ
の
点
検
や
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準

備
な
ど
を
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で

す
。

　

ま
た
家
族
と
の
連
絡
手
段
な
ど
に
つ

い
て
も
ご
家
庭
で
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

夕
張
警
察
署

☎
52
―
0
1
1
0

す
。ツ
ア
ー
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企

画
室　
　
　
　
　

☎
52
―
3
1
4
1

受
験
資
格　

◆
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
方（
平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込

み
を
含
む
）

◆
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ

と
。

◆
赤
色
、青
色
及
び
黄
色
の
色
彩
の
識

別
が
で
き
る
こ
と
。

◆
消
防
吏
員
と
し
て
職
務
遂
行
に
必

要
な
体
格
、体
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

◆
夕
張
市
内
に
居
住
が
可
能
な
方

次
の
各
項
目
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の

執
行
を
終
え
る
ま
で
、ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者④
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
戒
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体

を
結
成
し
、ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た

者採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

試
験
日　

10
月
29
日（
※
詳
細
は
後

日
、応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。）

試
験
内
容　
一
般
教
養
試
験
、小
論

文
、職
業
適
性
試
験
、体
力
測
定

提
出
書
類　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
で

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添

付
）、最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書（
卒

業
見
込
み
証
明
書
）と
成
績
証
明
書
、

返
信
用
封
筒（
返
信
先
を
記
載
し
、82

円
切
手
を
貼
っ
た
定
形
郵
便
物
サ
イ

ズ
の
封
筒
）

受
付
期
間　

９
月
１
日
〜
30
日（
郵
送

の
場
合
は
、30
日
必
着
）

申
込・問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
52
―
4
1
2
1

〒
0
6
0
―
0
5
3
4

夕
張
市
清
水
沢
宮
前
町
20
番
地

http://yubari-hokkaido.jp/

敬老の日公衆浴場無料開放
敬老の日は、公衆浴場に無料で入浴できます。

◆浴場名・実施日
◎９月19日（月）　
市営浴場（宮前町・真谷地・清陵）

◆対象者
65歳以上の方、小学生以下の子ども

◆方法
・受付（番台）に申し出てください。
・対象者が介添を必要とする場合は、介添者も無料で入
浴できます。
・小学生以下の子どもは、保護者同伴に限り２人まで無
料で入浴できます。

◆問合せ先
市環境生活係　☎52－3108
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夕
張
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　
　
　

 

資
源
物
回
収

遺
言
公
正
証
書

　
　
　
　

  

無
料
休
日
相
談

石
炭
博
物
館
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

実
践
英
会
話
教
室

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

ゆ
う
ば
り
小
学
校

　
　
　
　
　

地
域
参
観
日

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

あ
ず
ま
し
い
展
示
の
お
知
ら
せ

　

夕
張
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
生
徒
が
、

教
育
活
動
に
充
て
る
た
め
に
資
源
物
の

回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
２
日 
午
前
９
時
〜

※
資
源
物
は
当
日
に
な
っ
て
か
ら
午
前

９
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
地
区　

清
水
沢
地
区（
清
水
沢

１
〜
３
丁
目
、清
栄
町
、宮
前
町
、清
陵

町
）、南
清
水
沢
地
区
、南
部
地
区
、沼

ノ
沢
地
区

提
供
し
て
ほ
し
い
資
源
物

○
紙
類（
新
聞
紙
、段
ボ
ー
ル
、牛
乳
パ

ッ
ク
、雑
誌
類
）

○
缶
類（
ア
ル
ミ
缶
、ス
チ
ー
ル
缶
）

○
瓶
類（
ビ
ー
ル
瓶
、一升
瓶
）

○
そ
の
他
ア
ル
ミ
製
品（
車
の
ホ
イ
ー

ル
、ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
な
ど
）

注
意
事
項　

そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
、紙

類
は
ひ
も
な
ど
で
ま
と
め
、缶
類
は
中

を
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。一
升
瓶
は
ラ
ッ

ク
に
入
る
定
型
の
も
の
。ペッ
ト
ボ
ト
ル

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

資
源
物
の
置
き
場
所　

清
水
沢
地
区
、南
清
水
沢
地
区　

ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
道
路
端
の
見
え
や

す
い
と
こ
ろ
へ
ま
と
め
る
。

南
部
地
区　

旧
幌
南
中
学
校
校
門

前
、旧
幌
南
小
学
校
駐
車
場
、南
大
夕

張
郵
便
局
前
に
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
る
。

沼
ノ
沢
地
区　

市
街
地
の
方
は
、ご
み

ス
テ
ー
シ
ョン
か
道
路
端
の
見
や
す
い
と

こ
ろ
に
ま
と
め
る
。そ
の
他
の
地
区
の

方
は
、農
協
集
荷
場
前
。

そ
の
他　

夕
張
中
学
校
に
も
資
源
回

収
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
、直
接
持
っ
て

き
て
い
た
だ
け
る
方
は
、協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

夕
張
中
学
校

☎
59
―
7
3
4
0

　

岩
見
沢
公
証
役
場
で
は
、公
証
週

間
の
行
事
と
し
て
、次
の
と
お
り
公
証

業
務
に
関
す
る
無
料
休
日
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

主
な
内
容　

老
後
の
暮
ら
し「
遺
言
、

任
意
後
見
契
約
、尊
厳
死
の
宣
言
」、

離
婚
に
伴
う
養
育
費・慰
謝
料
な
ど
の

支
払
、金
銭
消
費
貸
借
、不
動
産
の
賃

貸
借
契
約
、株
式
会
社
の
定
款
認
証

な
ど

と　

き　

10
月
１
日　

午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

岩
見
沢
公
証
役
場

（
岩
見
沢
市
４
条
西
１
丁
目
２
番
地
５

Ｍ
Ｙ
岩
見
沢
ビ
ル
２
階
）

予
約・問
合
せ
先

☎
0
1
2
6
―
22
―
1
7
5
2

◆
石
炭
博
物
館
資
料
整
理

　

石
炭
博
物
館
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

際
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
の
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。一
緒
に
資
料
整
理
を

し
な
が
ら
博
物
館
や
夕
張
の
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

９
月
６
日
、８
日
、12
日
、15

日
、20
日
、22
日
、26
日
、29
日
の
午
後

１
時
〜
午
後
４
時　

と
こ
ろ　

石
炭
博
物
館

※
受
付
で
資
料
整
理
で
来
館
と
お
伝

え
く
だ
さ
い

◆「
石
炭
博
物
館
友
の
会
」を
ご
存
知

で
す
か
？

　

友
の
会
で
は
、リ
ニュ
ー
ア
ル
が
予
定

さ
れ
て
い
る
石
炭
博
物
館
を
市
民
の
手

で
支
え
て
い
く
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

入
会
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
に
て
入
会
希
望
の
旨
と
名
前
、住

所
、年
齢
、連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。申込・問

合
せ
先

石
炭
博
物
館
再
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト
実
行

委
員
会
事
務
局（
市
教
育
委
員
会
内
）

☎
52
―
3
1
6
6

Ｆ
Ａ
Ｘ
52
―
0
1
6
6

メ
ー
ル

yubari.m
useum

@
city.yubari.lg.jp

　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
守
る
市

民
の
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。一
組
４
名
で
の
ラ
ウ
ン
ド

と
な
り
ま
す
の
で
、ご
近
所
で
お
誘
い

あ
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ボ
ー

ル
、ス
テ
ィ
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
無
料
。事
前

申
込
不
要
。

と　

き　

９
月
24
日 

午
前
９
時
〜

（
午
前
８
時
30
分
ま
で
集
合
）

と
こ
ろ　

紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　
一人
6
0
0
円

申
込・問
合
せ
先　

大
谷

☎
58
―
3
0
1
1

◆
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
作
品
展

　

セ
ン
タ
ー
に
通
所
し
て
い
る
方
の
手

芸
な
ど
の
作
品
展
で
す
。

と　

き　

９
月
７
日
ま
で　

◆
夕
張
中
学
校
美
術
部
作
品
展

　

生
徒
が
部
活
動
で
制
作
し
た
絵
画
、

立
体
制
作
、工
芸
小
作
品
な
ど
の
作
品

展
で
す
。

と　

き　

９
月
12
日
〜
29
日

※
い
ず
れ
の
展
示
も
午
前
８
時
45
分

〜
午
後
５
時
30
分（
市
役
所
開
庁
時

間
）閲
覧
無
料
。

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）で
夕

張
に
来
て
い
る
ロ
ー
レ
ン・ハ
ン
ド
ロ
ン
さ

ん
に
よ
る
英
会
話
教
室（
初
級
〜
中
級

レ
ベ
ル
）の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。受
講
料
無
料
。

対　

象　

18
歳
以
上
の
市
民

と　

き　

９
月
15
日
〜
平
成
29
年
３

月
30
日（
全
14
回
）　

午
後
６
時
〜
８

時　

概
ね
隔
週
木
曜
日

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

募
集
期
限　

９
月
13
日

申
込・問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6

　

子
ど
も
た
ち
の
授
業
の
様
子
を
見

に
来
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

９
月
６
日　

５
時
間
目　

午
後
１
時
25
分
〜
２
時
10
分
、６
時
間

目　

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

※
１
年
生
は
５
時
間
目
の
み
。ス
リ
ッ
パ

な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
小
学
校

問
合
せ
先　

ゆ
う
ば
り
小
学
校 

☎
59
―
7
3
2
8
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ゆ
う
ば
り
人
形
劇

ゆ
う
ば
り
図
書
ま
つ
り

夕
張
市
地
域
お
こ
し

  

協
力
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

和
布
の
美
し
さ
が
甦
る

「
き
も
の
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　

 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」

　

楽
し
い
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
？
昼
食
時
は
カ
レ
ー
や
パン
、綿
あ
め

な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。人
形
劇

団
ボ
ク
ラ
、人
形
劇
団
ぽ
っ
け
、人
形
劇

団
ば
お
ば
ぶ
が
出
演
予
定
。

と　

き　

９
月
25
日　

午
前
11
時
〜

午
後
２
時（
午
前
10
時
開
場
）

と
こ
ろ　

は
ま
な
す
会
館

入
場
料　

３
歳
〜
高
校
生　

1
0
0

円
、大
人　

2
0
0
円

問
合
せ
先

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
ｉｎ
ゆ
う
ば
り
事
務
局

☎
0
9
0
―
4
8
7
4
―
2
5
3
8

　

お
は
な
し
会
や
工
作
、語
り
の
時
間

な
ど
、秋
の一日
を
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

10
月
１
日　

午
前
９
時
〜

午
後
９
時

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

図
書
コ
ー
ナ
ー

☎
56
―
6
6
0
1

　

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や

子
育
て
情
報
、体
育
協
会
で
の
活
動
報

告
、石
炭
博
物
館
改
修
の
進
捗
情
報

　

タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
着
物
を
洋
服

に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
活
動
を
続
け
る
美

深
町「
呼
布
の
会
」主
催
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
で
す
。全
道
各
地
か
ら
約
80

名
1
8
0
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま

す
。夕
張
か
ら
も
20
名
が
モ
デ
ル
と
し

て
参
加
予
定
で
す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。と　

き　

10
月
２
日　

午
後
１
時
30

分
開
演

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
ホ
テ
ル
シ
ュー
パロ

入
場
料　
一般　

1
、0
0
0
円

問
合
せ
先　

実
行
委
員
会

☎
59
―
7
2
9
8

な
ど
を
、Facebook

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

発
信
し
て
い
ま
す
。　
　

　

ぜ
ひ「
い
い
ね
！
」を
押
し
て
チ
ェッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

ペ
ー
ジ一覧

☆
夕
張
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

☆
ゆ
う
ば
り
子
ど
も
情
報
Ｌ
ｉｖｅ
！

☆
夕
張
市
体
育
協
会

☆
夕
張
市
石
炭
博
物
館
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

問
合
せ
先　

市
教
育
委
員
会

☎
52
―
3
1
6
6
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ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

大
型
ご
み
の
収
集

一
般
ご
み
の
収
集
日
の
変
更

知
っ
て
お
き
た
い
検
察
審
査
会

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら 

ご
協
力
を
！

父・宗易さん　　母・桃代さん
末広

鈴
木
桜
介
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
11
月
24
日
生
ま
れ

お
う
　 

す
け

　

富
野
じ
ん
芥
埋
立
処
分
地
施
設
に

搬
入
さ
れ
た
ご
み
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、資
源
ご
み
と
な
る
も

の
が
分
別
さ
れ
ず
、一般
ご
み
に
混
入
し

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
所
及
び
個
人
に
よ
る
直
接
搬

入
の
場
合
に
混
入
割
合
が
高
い
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

資
源
ご
み
は
排
出
時
に
適
正
に
分

別
す
る
こ
と
に
よ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
資
源
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、分
別
し
、ご
み
の
減
量
に
取

　

当
日
は
午
前
８
時
ま
で
に
、品
目
ご

と
に
定
め
ら
れ
た
金
額
に
相
当
す
る
ご

み
処
理
券
を
貼
っ
て
、所
定
の
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
型
ご
み
の
品
目
と
料
金
は
、「
ご

『
交
通
事
故
、詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭
っ

た
の
に
、検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判

に
か
け
て
く
れ
な
い
が
ど
う
し
て
も
納

得
で
き
な
い
。』

　

こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、検
察
官

の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て「
検
察
審

査
会
」が
あ
り
ま
す
。

　

審
査
の
申
立
て
や
相
談
に
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審
査
員

が
審
査
を
し
ま
す
。検
察
審
査
員
は

選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か

ら「
く
じ
」で
選
ば
れ
ま
す
。検
察
審

査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

岩
見
沢
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
0
1
2
6
―
22
―
6
6
5
0

平成28年8月1日　現在
人　口 8,924人(－25人)
　男 4,134人(  －８人)
　女 4,790人(－17人)

世帯数 5,164世帯(－15世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
10
月
号
は
、

9
月
30
日
に
配
布
し
ま
す
。

り
組
む
こ
と
が
結
果
的
に
最
終
処
分

場
の
延
命
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
再
確
認
を
し
、

分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

み
分
別
辞
典
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
大
型
ご
み
に
出
せ
な
い
も
の

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
、オ
ー

ト
バ
イ
、タ
イ
ヤ
、ド
ラ
ム
缶
、灯
油
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
な
ど（
※
ご
み
処
理
券
を
貼
っ

て
い
な
い
も
の
や
、規
定
の
金
額
の
処
理

券
を
貼
っ
て
い
な
い
も
の
は
収
集
し
ま

せ
ん
。）

問
合
せ
先
　
市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

　

９
月
19
日
と
９
月
22
日
の
祝
日
は
、

ゴ
ミ
収
集
は
お
休
み
し
ま
す
。月
曜
日

収
集
地
区
と
木
曜
日
収
集
地
区
の一般

ご
み
収
集
は
９
月
21
日
に
収
集
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

収集日 収　集　地　区

清水沢（全地区）、南清水沢

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、
登川、滝ノ上

10月４日（火）
社光、住初、本町、旭町、昭和、
末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部

10月５日（水）

10月６日（木）

一般ごみの収集 資源ごみの収集

９月19日（月） 敬老の日 休みます

９月20日（火） 火曜日の収集地区 収集します

９月21日（水） 水曜日収集地区および月曜日・木曜日収集地区 収集します

９月22日（木） 秋分の日 休みます 収集します

９月23日（金） 金曜日の収集地区
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